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千代田区議会議長秋谷こうき様

旧永田町小学校校舎の留保財産候補選定及び今後の活用方針に対する陳情

陳情書

この度、旧永田町小学校校舎(以下本校舎)が留保財産候補に選定され、解体等措置を

講じると言及されました件にっき、強く抗議申し上げます。

本校舎の位置する士地にっいては、19四年に学校用地として東京都より無償譲与いただ

いた経緯を考慮し、本校舎にっいては、最大隈現状を維持したりノベーション保存の上

で、旧永田町小学校において主軸であった国際理解教育理念を継承する形での活用をいた

だきますよう陳情致します。

令和7年第3回千代田区議会定例会9月25日(速報版)にて、ふかみ議員より「老朽

化した区有施設の大規模改修と暫定活用財産」にっいて、千代田区の検討状況に対する質

問がなされ、回答として財産管理担当部長より、「留保財産の候補地として、旧永田町小学

校」が挙げられ、「老朽化等により活用が難しい建物にっいては今後、解体などの措置を

講じた上で、士地にっいては、将来の行政需要の備えとして活用してぃきたい」と記され
ております。

建物が現存し解体対象となる旧永田町小学校にっいては、1993年の千代田区公共施設適

正配置構想の実施による閉校後、 2000年~2016年に渡り継続的に度々仮校舎等として利

用されており、現状においても設備をりノベーションすることで、充分に行政財産として

活用し得るものと提議申し上げます。

樋口区政におかれましては、千代田区を100年後も持続的に発展する都市モデルに位置

づけ、旧耐震建築の長寿命化及びりノベーションを掲げておられます。1937年の落成に

て、まもなく築90年を迎える本校舎こそ千代田区の教育財産であり、スクラップアンド

ビルドではなく、既存建物を改修し長く使用していくストック利用すべきであります。更

に、100年時代の公共教育施設である学校建物のライフサイクルに鑑みた場合現時点で

解体した場合の環境負荷を可視化する作業を講じ、脱炭素化の都市設計に向けた検討をお
願い致します。
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また、本校舎は落成当時、校章の意匠ともなった国会議事堂 a936年竣工)と首相官邸

と並び、永田町界隈の景観を形作っておりました。近年、2007年に策定の東京都景観計画

に基づく永田町界隈の景観作りにあたっても、千代田区政におかれましては、この点ご考

慮いただきたくぉ願い申し上げます。

本校舎と同時期に建てられた、渋谷区立広尾小学校(1932年竣工)や墨田区立言問小学

校 a936年竣工)は、現役の近代学校建築として国登録有形文化財(建造物)に指定され

ております。本校舎も、ル・コルビュジエ等により提唱されたインターナショナルスタイ

ルの鉄筋コンクリート造の水平性を強調した連窓や太い鉄骨柱を特徴とする、落成当時東

洋一と謡われた学校建造物として国登録有形文化財への指定を答申し、千代田区の教育建

造物遺産として保存いただきますよう、切に要望申し上げます。

旧永田町小学校は、戦後初の学校給食教育、 NHK学校放送研究委嘱校を引き受けたテ

レビ放送教育、学校安全教育、国際理解教育、帰国子女教育、個性尊重教育など、校舎の

みならず、ソフトの面でも常に学校教育のモデル校としての役割を担い続けてきた学校で

あり、文部省による帰国子女教育研究協力校の指定後は、千代田区帰国子女教育受入推進

地区センター校として、約80か国からの外国人参観者を迎え、閉校時には在校生の約半

数近くが帰国子女という規模でありました。

学校教育現場における国際化が問われる今こそ、如何に千代田区の教育が先進的であっ

たかを継承する国際理解教育の拠点として本校舎をご活用いただきますよう、切に切にお

願い申し上げます。


